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、
、
十
六
世
紀
前
半
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
を
舞
台
と
し
た
ミ
ス
テ
リ
ー
。
弁
護
士
シ
ャ
ー
ド
レ
イ
ク
は
、
国
王

一
代
理
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
卿
の
命
を
受
け
、
元
同
僚
の
惨
殺
事
件
を
調
査
し
て
い
く
う
ち
に
、
世
間
と
隔
絶
さ

患
修
雲
篝
蓬
澪
譲
馴
誘
薬

社
会
が
複
雑
に
か
ら
み
あ
っ
て
い
く
。

〈
あ
ら
す
じ
〉

一
五
三
七
年
、
ヘ
ン
リ
ー
八
世
治
世
下
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と
決
別
し
、
国
王
を
宗
教

上
の
ト
ッ
プ
と
す
る
国
王
至
上
法
が
施
行
さ
れ
、
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
に
よ
る
執
政
が
行
わ
れ
て
い
た
。
ロ
ー

マ
法
王
の
も
と
腐
敗
堕
落
し
た
修
道
院
は
解
散
に
追
い
込
ま
れ
、
そ
の
所
領
は
国
王
の
財
産
と
し
て
没
収

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。

ジ
ェ
ロ
ー
ム
修
道
士

作
品
名

著
者

ロ
ピ
ン
・
シ
ン
グ
ル
ト
ン

ロ
ー
レ
ン
ス
．
グ
ッ
ド
ハ
ッ
プ
ス
州
墹
肚
ル
鵬
墹
州
伽
州
噌
鰔
鋤
剛
柵
梛
搬

コ
ピ
ン
ジ
ヤ
ー
偲
輯
罰
目

〈
主
要
登
場
人
物
〉

マ
シ
ュ
ー
匙
シ
ヤ
ー
ド
レ
イ
ク

〈
概
要
〉

ア
ビ
ア
ン
修
道
院
長

ド
ウ
ィ
グ
修
道
士

ブ
リ
エ
ル
修
道
士

イ
修
道
士

１
－
修
道
士

ユ
ー
ド
修
道
士

ル
テ
ィ
マ
ス
修
道
士

リ
ス
・
ビ
ュ
ー
テ
ラ
ー

シ
ュ
ー

雛

Ｉ
‐
ク
・

ロ
ム
ウ
ェ
ル
卿

己
厨
８
号
昌
旨
ロ

。
．
』
．
の
四
口
、
日
目

今
セ
ッ
ク
ス
郡
ス
ヵ

経
理
担
当

式
典
及
び
先
唱
担
当

医
療
保
健
担
当
。
薬
剤
師
の
資
格
を
有
す
る
。
ム
ー
ア
人

侍
従
長
。
修
道
院
の
家
事
を
切
り
盛
り
す
る
。

支
払
担
当
。
請
求
書
、
修
道
士
、
召
使
の
労
賃
等
の
支
払
い
を
行
う
。

修
道
院
副
院
長
。
修
道
見
習
の
管
理
監
督
を
担
当
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
。

ガ
ィ
修
道
士
の
助
手
。
看
護
港
／
〈
伽
州
ｗ
Ⅲ
心

カ
ル
ト
ゥ
ジ
オ
修
道
会
修
道
士

ス
カ
ー
ン
シ
ー
の
偶
安
官
冶
鈩
曲
畷
号

三
十
垂
ふ
い

弁
護
士
ゴ
コ
出
則
函
判

シ
ャ
ル
ド
レ
イ
ク
の
助
手

ヘ
ン
リ
ー
八
世
を
補
佐
す
る
国
王
代
理
及ク

ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
使
者

。

の
一 二 一

害－－
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／一一一、
て で は イ の
き流、ギ牧あ
たれ亀リ場く
・込背ス夫る
雪むの国の日
が河た王息、
降とめの子シ

リ広に政で手
篭窪恥
い地に対至イ
這

緊霊鮮
さ頃反砦ク

蕾婁菫篝襄
二学暹付て
ィ｡、きス

潅孟霞京力
どうなだ｣
離ち旅二シ
れにだ日1
た、。もへ
修灰シあ出
道色ヤれ発
院の1ぱし
が 海 ド 着 た
が を し く 。
見臨イが父
えんク、親

子示~牽看～
ぎっ庭フ修
なてはイ道

し：墜壼1陸

ｊ

専
攻
し
、
以
前
に
も
協
力
し
て
蛍
膓

房
は
鍵
が
か
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
。
厨
房
の
鍵
を
も
っ
て
い
る
の
は
、
修
道
院
長
、
副
院
長

〃
個
贈
出
、
門
番
の
四
人
だ
け
だ
。

霊
蕊
蕊
蕊
Ⅷ

。

の れ
調 た

言儘
た革
めの

、 未
ク来
ロ が
ムか‘

ウか
ェつ

ルた

が難
送 事
つ 件
たを
使解
者決

蟹童
部 、
をと

切い
断う
さ命
れ令
た だ
扉つ

モ
ル
テ
イ
マ
ス
副
院
長
に
案
内
さ
れ
た
シ
ャ
ー
ド
レ
イ
ク
と
マ
ー
ク
は
、
一
人
だ
け
白
い
修
道
服
を
身

に
付
け
た
ジ
エ
ロ
ー
ム
修
道
士
と
出
会
う
。
ジ
ェ
ロ
ー
ム
は
、
「
剣
を
と
っ
た
も
の
は
剣
に
よ
っ
て
死
す
こ

と
を
知
れ
」
と
言
い
残
し
て
消
え
た
。
ク
ロ
ム
ウ
エ
ル
の
命
令
電
姻
刊
皿
副
刈
掴
ロ
ン
ド
ン
の
カ
ル
ト
ゥ
ジ

シ
ャ
ー
ド
レ
イ
ク
は
、
第
一
発
見
者
の
ガ
イ
修
道
士
に
会
い
、
衛
生
所
の
部
屋
に
宿
泊
す
る
こ
と
に
す

る
。
そ
の
夜
、
死
体
を
検
分
し
、
犯
人
は
中
背
で
、
凶
器
は
刀
剣
と
推
測
す
る
。
そ
の
切
り
口
は
、
元
王

妃
ア
ン
・
ブ
ー
リ
ン
の
処
刑
を
想
起
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
夜
、
修
道
士
た
ち
と
夕
食
を
と
も
に
し

た
シ
ャ
ー
ド
レ
イ
ク
は
、
エ
ド
ウ
ィ
グ
修
道
士
と
ガ
プ
リ
エ
ル
修
道
士
が
教
会
の
補
修
を
め
ぐ
っ
て
も
め

て
い
る
こ
と
を
知
る
。
シ
ン
グ
ル
ト
ン
の
調
査
の

修
道
院
は
、
大
聖
堂
ほ
ど
巨
大
な
教
会
と
高
い
壁
に
囲
ま
れ
て
い
た
。
奥
行
三
百
フ
ィ
ー
ト
は
あ
り
、

ロ
フ
イ
ー
ト
ほ
ど
の
二
つ
の
塔
を
持
つ
。
そ
の
左
に
居
住
地
、
作
業
所
、
ビ
ー
ル
醸
造
所
な
ど
が
立
つ
。

〒
庭
は
、
商
人
や
召
使
た
ち
が
話
を
し
て
い
る
。
右
側
に
は
修
道
士
宿
舎
、
薬
草
園
と
衛
生
所
が
あ
っ
た
。

か
つ
て
は
栄
え
た
修
道
院
も
、
現
在
は
、
三
十
人
の
修
道
士
と
六
十
人
に
満
た
な
い
召
使
た
ち
が
い
る
に

ジ
ェ
ー
ン
王
妃
が
亡
く
な
っ
た
二
週
間
後
の
こ
と
、
シ
ャ
ー
ド
レ
イ
ク
は

ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
卿
か
ら
、
ウ
エ
ス
ト
ミ

可
吟
浬
余
が
紐
制
イ
恥
深
し
と
蟹
ロ
Ｕ
孝
せ
ん
必
鳥
少
孝
レ
多
仏
マ
ー
託

、
斜
遊
巻
線
鍔
脇
穫
隈
誇
残

た
シ
ン
グ
ル
ト
ン
の
補
佐
役
グ
ッ
ド
ハ
ッ
プ
ス
に
会
い
、

ン
グ
ル
ト
ン
は
事
件
の
直
前
に
会
計
帳
簿
を
見
て
い
た
こ

う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
、
事
件
の
起
き
た
厨

①④

、

４
１
■
‐
。
‐
４
－
（
唖
榊
唖
諏
》
●
腰

エ
ド
ウ
イ
労
顔
が
曇
っ
た
。

②



‐

＝

〆

長
だ
っ
た
。
死
体
は
、
首
の
骨
を
折
ら
れ
て
い
た
。
シ
ャ
ー
ド
レ
イ
ク
は
、
捨
て
ら
れ
た
修
道
士
服
の
持

主
で
あ
る
ガ
ブ
リ
エ
ル
刷
制
剴
引
剣
詞
。
と
、
二
週
間
前
に
洗
濯
場
で
盗
ま
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。

の
バ
ッ
ジ
が
つ
い
て
い
た
。
女
性
は
、
二
年
前
に
行
方
不
明
と
な
っ

殺
人
の
犠
牲
者
だ
ろ
う
。
刀
剣
に
は
、
Ｊ
Ｓ
一
五
○
七
の
刻
印
が
さ

シ
ャ
ー
ド
レ
イ
ク
は
、
マ
ー
ク
と
ア
リ
ス
が
お
互
い
に
惹
か
れ
あ
っ
て
い
る
の
を
知
り
、
嫉
妬
を
覚
え
、
忽
棚

ア
リ
ス
に
惹
か
れ
て
い
る
自
分
に
気
づ
く
。
そ
の
後
、
マ
ー
ク
と
池
の
探
索
に
出
か
け
、
刀
剣
を
引
き
場
Ⅵ
は

げ
る
と
同
時
に
、
女
性
と
思
し
き
死
体
と
黒
い
修
道
士
服
を
泥
の
中
に
発
見
す
る
．
服
に
は
、
謝
剰
訓
糊

シ
ャ
ー
ド
レ
ロ
ー
ム
を
尋
問
し
、
ジ
ェ
ロ
ー
ム
が
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
卿
の
前
で
拷
問
を
受

巽
蓬
雲
川

け
た
こ
と
、
国

は
信
じ
ら
れ
な

い
て
、
同
じ
よ
う
に
無
実
の
罪
を
着
せ
ら
れ
て
処
刑
さ
れ
た
と
い
う
。

長
か
ら
嫌
が
ら
せ
を
受
け
て
い
た
ら
し
い
。
ア
リ
ス
と
の
会
話
で
、
シ
ャ
ー
ド
レ
イ
ク
は
、
シ
ン
グ
ル
ト

ン
は
青
の
表
紙
の
会
計
帳
簿
を
見
て
い
た
こ
と
を
知
る
。
翌
朝
、
部
屋
で
人
の
気
配
を
感
じ
る
マ
ー
ク
。

そ
の
後
、
二
人
は
町
の
傑
型
封
司
を
訪
ね
、
二
年
前
、
修
道
院
で
働
い
て
い
た
一
人
の
女
性
が
行
方
不
明
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
。

明
か
り
を
み
た
。

不
動
産

シ
ャ
ー
ド
レ
イ
ク
は
、
そ
の
後
、
エ
ド
ウ
イ
グ
の
部
屋
を
探
っ
て
、
シ
ン
グ
ル
ト
ン
が
見
た
と
思
わ
れ

る
青
の
表
紙
の
会
計
帳
簿
を
見
つ
け
る
。
そ
こ
に
は
、
修
道
院
の
会
計
帳
簿
に
載
っ
て
い
な
い
、
四
件
の

が
判
明
し
た
。
サ
イ
モ
ン
を
訪
ね
た
の
は
ガ
プ
リ
エ
ル
修
道
士
、
修
道

り
を
み
た
こ
と
、
夜
盗
が
再
び
活
一

物
が
沈
ん
で
い
る
の
を
見
つ
け
る
。

シ
ｉ
レ
イ
ク
は
間
書
込
み
を
続
け
副
院
長
か
ら
厳
し
い
体
罰
を
受
駈
弱
」

の
サ
イ
モ
ン
か
ら
「
シ
ン
グ
ル
ト
ン
殺
し
は
、
こ
こ
で
起
き
た
最
初
の
殺
人
で
は
な
い
」
、

し
て
い
た
の
に
」
と
い
う
謎
の
言
葉
を
聞
く
。
厨
房
主
任
、
門
番
へ
の
聞
き
込
み
か
ら
は

侵
入
の
可
能
性
ぱ
族
ハ
脚そ

の

院
長
に
よ
れ
ば
、
当
時
貴

そ
の
夜
、
サ
イ
モ
ン
は
、
突

取
引
ら
し
き
記
述
が
あ
っ
た
。

夜
盗
が
再
び
活
発
に
な
っ
て
い
る
ら
し
い
こ
と
を
知
る
。
そ
し
て
、
池
で
黄
色
く
輝
く

酪
匙
閣
叩
す
ち
と

ガ
ブ
リ
エ
ル
か
ら
、
沼
地
か
ら
河
へ
通
じ
る
畔
道
の
存
在
、
最
近
沼
地
に
灯

・
そ
こ
に
は
、
修
道
院
の
会
計
帳
簿
髪

そ
の
取
引
代
金
は
ど
こ
へ
消
え
た
の
か
。

の〃

○

浬
ザ
の
峰
＆
献
便
軒
必
ず
山
秒
珪
‘
７

解
剖
の
結
果

を
聞
き
出
す

材
刊
稗
珊
閲
毒
殺
だ
《
｝
た
こ
哩

長
、
掘
捌
削
凹
智
副
院
長
の
皿

◎

て
が
久
学
監
、
７

ド
ウ
ィ
グ
修
道
士
、
副
院

③ M
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③



蝿の雛 、

●

吋
似

雌
Ｊ
托

畔

帆
玩

１
１
》

１
』

聴
き

郷
購
莎も〃

〆鰄

職鱗。

鳩
蕊
魑
蕊
蕊
灘
蕊
”
窪
愚
↑
雲
蠅

処
刑
に
纏
わ
る
謀
に
つ
い
て
語
り
始
め
る
。
シ
ン
グ
ル
ト
ン
は
、
マ
ー
ク
・
ス
ミ
ー
ト
ン
を
尋
問
し
自
白

に
至
ら
せ
た
張
本
人
だ
っ
た
。
ジ
ェ
ロ
ー
ム
の
話
は
真
実
だ
っ
た
。

き職たと

〃
別
別
乱
熈
犯
人
と
そ
の
動
機
を
悟
る
。
そ
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
塔
に
戻
り
、
マ
ー
ク
・
ス
ミ
ー
ト
ン
に
面

会
を
し
た
者
の
特
徴
を
報
告
す
る
よ
う
依
頼
し
て
、
ス
カ
ー
ン
シ
ー
ヘ
戻
っ
た
。

修
道
院
に
戻
る
と
、
院
長
を
通
じ
て
、
修
道
院
は
解
散
し
な
い
と
い
う
噂
を
広
め
る
。
誰
か
が
動
き
出

す
は
ず
だ
。
シ
ャ
ー
ド
レ
イ
ク
は
、
そ
の
と
き
、
教
会
の
修
繕
再
開
を
頑
な
に
拒
み
、
逆
上
し
た
エ
ド
ウ

ィ
グ
修
道
士
を
保
護
房
へ
入
れ
る
よ
う
命
じ
た
。
＠

句
幡
壕
碗
ぞ
ば
ゎ
が
リ
ヂ
↑
せ
ん

こ
こ
２
７
″
久
と

”
ン
ド
ン
か
ら
の
使
者
が
き
た
．
シ
ン
グ
ル
ト
ン
を
殺
害
し
鰯
雛
謝
っ
た
．
ア
リ
ス
の
母
親
の

旧
姓
は
ス
ミ
ー
ト
ン
で
、
マ
ー
ク
・
ス
ミ
ー
ト
ン
は
い
と
こ
で
あ
り
、
恋
人
だ
っ
た
。
刀
剣
を
相
続
し
た

の
は
母
親
で
、
母
親
の
死
後
、
ア
リ
ス
が
保
有
し
て
い
た
。
情
報
提
供
者
を
装
っ
て
シ
ン
グ
ル
ト
ン
を
お

た
や
容
刎
鯏
吋
嫌
率
劇
岬
削
嚇
灘
灘
Ⅷ
吃
郭
雌
州
蝿
憾
険
術
維
撫
柵
棚
卿
賊
‐
詐

刊
訓
割
脚
荊
則
副
矧
マ
ー
ク
が
教
会
の
上
に
人
が
い
る
の
を
発
見
し
た
。
上
へ
昇
る
階
段
は
二
つ
し
か
な

》
一
》

い
・
教
会
の
上
階
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
昇
っ
て
い
っ
た
が
誰
も
い
な
い
。
そ
の
と
き
、
シ
ャ
ー
ド
レ
イ
ク
は
、

三
つ
だ
っ
た
彫
刻
が
四
つ
に
な
っ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
く
。
一
つ
は
修
道
服
を
着
た
生
身
の
人
間
だ
っ
た

の
だ
。
気
づ
い
た
と
き
は
す
で
に
遅
く
へ
犯
人
は
階
下
へ
走
り
去
っ
て
い
た
。
犯
人
は
、
シ
ャ
ー
ド
レ
イ

ク
を
待
ち
伏
せ
し
て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
別
の
用
事
が
あ
っ
た
の
か
？

酔
鯏
擁
独
り
轆
仙
雌
蠅
雌
雛
鯲
鰔
認
灘
鯛
擁
珊
端
纈
鍜

と
に
し
た
。
部
屋
に
戻
る
と
、
マ
ー
ク
が
食
器
棚
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
た
。
食
器
棚
の
中
に
は
、
覗
き

穴
が
あ
り
、
そ
の
奥
に
は
秘
密
の
通
路
が
あ
り
、
保
護
房
に
通
じ
て
い
た
。
さ
ら
に
厨
房
ま
で
つ
な
が
っ

て
い
た
。
こ
の
秘
密
の
通
路
が
厨
房
へ
通
じ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
シ
ン
グ
ル
ト
ン
の
殺
害
に
使
わ
れ

や

惚
恥
》
雌
龍
昨
牛
乖
稚
岬
辨
施
嶬
誌
恥
峠
峠
昨
幟
畔
呼
一
は
尺
ガ
ィ
、
副
院
長
、
エ
ド
ゥ
ィ
グ
、
ガ
プ
リ

た
可

エ
ル

、
Ｉ
ｌ
Ｊ
ｌ
Ｉ
‐
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
Ｉ
ｊ
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｊ
ｌ
Ｉ

Ｉシ
ャ
ー
ド
レ
イ
ク
は
、
刀
剣
の
制
作
者
を

ン
ド
ン
へ
と
向
か
っ
た
。
ロ
ン
ド
ン
に
着
い

シ
ヤ
ー
ド
レ
．
イ
垂
饅
曉
雍
癖
誕
諏
奉
咋

の
死
後
す
ぐ
に
亡
く
な
っ
た
。
そ
の
遺
産
と
し
て
刀
剣
を
引
き
継

、
ス
ミ
ー
ト
ン
の
家
を
老
女
が
尋
ね
た
こ
と
を
知
る
。
‐
刻
矧
Ⅱ
脚

婁
墓

時
定
し
、
ク
ロ

ル
に
真
実
を
確
か
め
る
た
め
に
、
ロ

、
ク
ロ
ム
ゥ
ェ
ル
紗
緬
絵
噛
取
り
付

謡
訳
矧
ｕ
錫
虐
噂
方卜

且
す
賊
ら
、
シ
ヤ
ー
心

椰子毒≦，
僻が､伸糊皇りし到咋L初力、、

J!二鵬命やｧIﾉ刈馳伽力､f明確'二。 ○

が
エ
〕
ざ
し
辰
ム
ノ④
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●

の

て
い
る
間
に
、
ア
リ
ス
の
告
白
を
聞
き
、
今
夜
二
人
で
河
か
ら
で
る
フ
ラ
ン
ス
行
き
の
密
輸
船
で
逃
げ
る

つ
も
り
だ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
そ
の
船
は
、
エ
ド
ウ
イ
グ
が
逃
走
用
に
用
意
し
た
も
の
だ
っ
た
ボ
ー
４

ト
ー
シ
ャ
ー
ド
レ
イ
ク
は
、
仔
廿
八
随
ぺ
洲
測
剖
財
噺
劃
側
切
風
刺
、
二
人
は
、
雪
が
解
け
始
め
た
湿
地
帯
へ
と
向

か
っ
た
。
多
愈
を
唇
毒
叩
主
乖
．

全
体
を
通
じ
て
、
主
人
公
で
あ
る
弁
護
士
の
一
人
称
で
物
語
は
進
む
。
主
人
公
と
助
手
の
二
人
組
は
、

探
偵
小
説
の
定
番
だ
が
、
助
手
が
主
人
公
の
言
い
な
り
に
な
ら
ず
、
最
後
は
犯
人
と
逃
亡
し
て
し
ま
う
と

舞
台
設
定
が
秀
逸
だ
。
修
道
院
を
舞
台
と
し
た
小
説
は
他
に
も
あ
る
が
、
本
書
は

ド
ン
と
い
う
歴
史
的
に
も
イ
ギ
リ
ス
の
大
き
な
転
換
期
に
当
た
り
、
宗
教
的
に
も
社

と
し
た
時
代
を
選
ん
だ
こ
と
で
、
歴
史
小
説
、
宗
教
論
と
し
て
も
成
功
し
て
い
る
。

の
人
物
、
事
件
を
殺
人
の
動
機
や
登
場
人
物
の
思
想
・
生
い
立
ち
に
か
ら
め
て
お
り

刷
川
閲
脚
〕
ま
た
、
本
筋
と
は
別
に
、
当
時
の
ロ
ン
ド
ン
の
社
会
や
生
活
の
変
化
（

難
を
言
え

め
ら
れ
て
い

な
い
。
だ
が

歴
史
エ
ン
タ

を
知
る
。
そ
し
て
、
教
会
の
鐘
楼
に
潜
む
エ
ド
ウ
ィ
グ
を
発
見
す
る
。

ぼ
腸
帷
い
）
ま
た
、
本
筋
と
は
別
に
、
当
時
の
ロ
ン
ド
ン
の
社
会
や
生
活
の
変
化
（
例
え
ば
、
街
頭
往
来

の
様
子
や
印
刷
技
術
普
及
の
影
響
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
層
の
台
頭
な
ど
）
を
効
果
的
に
織
り
交
ぜ
て
お
り
、
目

に
浮
か
ぶ
よ
う
に
詳
し
く
描
写
さ
れ
て
い
る
。

手
異
乞
鍾
尻

ガ
イ
に
助
け
ら
れ
た
シ
ャ
ー
ド
レ
イ
ク
は
、

た
。
水
に
は
二
人
が
持
っ
て
い
た
ラ
ン
プ
が
浮
か
ん
で
い
た
。
そ

－
ド
レ
イ
ク
は
、
シ
ン
グ
ル
ト
ン
の
殺
害
時
に
剥
到
利
劉
凰
卿
劉
鬮

ぴ
き
出
し
、
秘
密
の

イ
ク
の
背
後
か
ら
誰

こ
ろ
は
、
お
や
つ
と
思
わ
せ
る
。

〈
慨
評
〉

子ｸ‘輔詮シ
ン
グ
ル
ト
ン
の
殺
害
時
に
謝
謝
調
鰯
劉
潟
瑠
罰
函
詞
剥
画
の
は
、

っ
て
厨
房
へ
い
っ
た
の
だ
。
ア
リ
ス
の
告
白
を
聞
い
て
い
た
シ
ャ
ー
ド
レ

助
手
の
マ
ー
ク
だ
。
マ
ー
ク
は
、
シ
ャ
ー
ド
レ
イ
ク
が
ロ
ン
ド
ン
へ
行
っ

遙馳謬求嫉峨ロ 主

昊全
軍

と

（展

今一
つ

↓二、

紙，

碁‘辱
し『

雀

暴‘寄
捗し

季

暮す。

雪
加
》
③
こ
ル
裳
必

誕
会
で
の
犯

〆
・
一
１
錨
函
叫
刺
日
日
目
四
Ｍ
シ
シ
」
三
目
つ

…
。

後
、

倖
，

虐
躬
涯
沙
ば
あ
叫
季
社

⑥

鈴
縛
な
り
錫
干
し
三
拳
移
す

エ
源
卜
汽
ソ
イ
，

紬

た
っ
た
。
教
会
の
瞳
賎
苧

本
書
は
、

ジ
エ
ロ
ー
ム
だ
っ
た
こ
と

1

が
豚
鹿
”
せ
て
堀
が
り
や
す
く
編
久
参
し
一
弘

蕊
そ
ウ
ウ
レ
産
伸
の
琴
延
岬
鬼
ヂ
ー
フ
久
か
謬
冬

樫
厚
地
い
〃
魁
不
信
仏
７
公
力
胤
モ

イ女

蒙
ゲ
キ
脾
解
肺
帳
遊
軍
甑

幹ﾛ

伊 十
六
世
紀
の
ロ
ン

候
補
は
数
々
集

醐
味
は
味
わ
え

さ
れ
て
お
り
、

（
る
ふ
仁
っ
の
（
２
ぱ
解
か
写
りｔ

。
《
い
づ
恥

０
１
巳
■
１
７
回
Ⅱ
■
１
凸
■
■
Ⅱ
１
９
１
凸
■
■
１
Ｊ
！
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